
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 上山口中央

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，４７１，６３６千円

年 効 用 ② ９７，３２８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ４，２０２千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，８６３，８９８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水改良やほ場の排水改良によ農作物の生産量 作物生産効果 ３４，４９２
る転作作物の面積拡大や単収のの増加
増加
対象作物：水稲、小麦、大豆、
馬鈴薯、人参

用水施設の改修及び排水改良に営農経費の節減 営農経費節減効果 ２０，４２９
よる労働時間及び機械稼働時間
の短縮に伴う経費削減
対象作物：水稲、小麦、大豆、
馬鈴薯、人参

用排水施設、耕作道の改修に伴維持管理費節減効果 ２，２５７
う維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路

老朽化した施設の更新による従施設更新による 更新効果 ３１，８０９
前の農業生産の維持従前の農業生産

の維持

用水路の暗渠化及びﾌｪﾝｽ設置に地域の生活環境 安全性向上効果 １，２１３
よる事故率の減少の保全・向上

関連事業により整備された振替公共施設保全効果 ７，３０８
既設道路の維持管理節減や一般
交通等経費節減、更新効果

計 ９７，３２８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 若葉西

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２０１，４７７千円

年 効 用 ② ７５，６９３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ９，９８１千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，４４２，８６０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 １７，４４９ 用水改良やほ場の排水改良に
の増加 よる転作作物の面積拡大や単

収の増加
対象作物：水稲、小麦、大豆
小豆、ﾊｸｻｲ、ﾀﾏﾈｷﾞ

営農経費の節減 営農経費節減効果 １１，３５６ ほ場の区画整理や用排水施設
の改良による労働時間及び機
械稼働時間の短縮に伴う経費
削減
対象作物：水稲、小麦、大豆
小豆、ﾊｸｻｲ、ﾀﾏﾈｷﾞ

維持管理費節減効果 ２８，７６４ 用排水施設、耕作道の改修に
伴う維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、
耕作道

施設更新による 更新効果 １８，１２４ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持

計 ７５，６９３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 達布中央

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３，３００，０２３千円

年 効 用 ② ２９１，８４５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ２００，１５０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３８ 年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１６
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５，２７５，３６６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５９

２．年効用の総括

項 目 効果の内容年効果額
（千円）

用水改良やほ場の排水改良による転作作物の面農作物の生産量の 作物生産 ２９，９７４
積拡大や単収の増加増加 効果

水稲、小麦、大豆、小豆、白菜、玉ねぎ対象作物：

１３２，６０８ ほ場の区画整理や排水改良による労働時間及営農経費の節減 営農経費
び機械稼働時間の短縮に伴う経費削減節減効果

水稲、小麦、大豆、小豆、白菜、玉ねぎ対象作物：

２４，３００ 用水系統の見直しや用排水施設、耕作道の改維持管理
修に伴う維持管理費の節減費節減効

用水路、排水路、耕作道果 対象施設：

６９，８４８ 老朽化した施設の更新による従前の農業生産施設更新による従 更新効果
の維持前の農業生産の維

持

１，２７３ 用水路の暗渠化による事故率の減少地域の生活環境の 安全性向
保全・向上 上効果

１９７ 農業用水を防火用水及び生活用水施設に利用地域用水
することにより設置費節減効果

３３，５２１ 関連事業により整備された施設の設置に伴う河川流況
取水量の増加で河川への還元水が増加するこ安定効果
とにより、河川流況が安 定する効果

１２４ 関連事業により整備された施設の附帯工（魚水辺環境
道）や施設周辺の修景整備による効果整備効果

２９１，８４５計



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 西 原

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４，４０６，５０８千円

年 効 用 ② ３０７，４２９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ３５，８２１千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３９ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２８
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５，７８６，６９８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 ２４，２４３ 用水改良やほ場の排水改良に
の増加 よる転作作物の面積拡大や単

収の増加
対象作物：水稲、小麦、大豆
小豆、玉ねぎ

営農経費の節減 営農経費節減効果 １１２，３３１ ほ場の区画整理や用排水施設
の改良による労働時間及び機
械稼働時間の短縮に伴う経費
削減
対象作物：水稲、小麦、大豆
小豆、玉ねぎ

維持管理費節減効果 ２４，４１４ 用水系統の見直しや用排水施
設、耕作道の改修に伴う維持
管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、
耕作道

施設更新による 更新効果 １４６，４４１ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持

計 ３０７，４２９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 中 原

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４，２４９，９２４千円

年 効 用 ② ３１２，５２９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ４８，６８０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３９ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５，８７０，４３０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 ２５，３９２ 用水改良やほ場の排水改良に
の増加 よる転作作物の面積拡大や単

収の増加
対象作物：水稲、小麦、大豆
小豆、玉ねぎ

営農経費の節減 営農経費節減効果 １２７，２５０ ほ場の区画整理や用排水施設
の改良による労働時間及び機
械稼働時間の短縮に伴う経費
削減
対象作物：水稲、小麦、大豆
小豆、玉ねぎ

維持管理費節減効果 ２８，９７６ 用水系統の見直しや用排水施
設、耕作道の改修に伴う維持
管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、
耕作道

施設更新による 更新効果 １３０，９１１ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持

計 ３１２，５２９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 伊藤沼

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５６２，６００千円

年 効 用 ② ６６，２０７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ９，２３７千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７ 年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３６
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２２５，９６８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．１７

２．年効用の総括

項 目 効果の内容年効果額
（千円）

用水改良やほ場の排水改良による転作作物の面積拡農作物の生産量の 作物生産 １９，１０６
大や単収の増加増加 効果
対象作物：水稲、小麦、小豆、ｱｽﾊﾟﾗ

ほ場の区画整理や排水改良による労働時間及び機械営農経費の節減 営農経費 ３３，５３４
稼働時間の短縮に伴う経費削減節減効果
対象作物：水稲、小麦、小豆、ｱｽﾊﾟﾗ

用排水施設、耕作道の改修に伴う維持管理費の節減維持管理 ４，９３９
対象施設：用水路、排水路費節減効

果

老朽化した施設の更新による従前の農業生産の維持施設更新による従 更新効果 ２，７２１
前の農業生産の維
持

用水路の暗渠化による事故率の減少地域の生活環境の 安全性向 １６
保全・向上 上効果

農業用水を防火用水及び生活用水施設に利用するこ地域用水 ２
とにより設置費節減効果

関連事業により整備された施設の設置に伴う取水量河川流況 ４２６
加することにより、安定効果 の増加で河川への還元水が増

河川流況が安定する効果

２ 関連事業により整備された施設の附帯工（魚水辺環境
道）や施設周辺の修景整備による効果整備効果

６６，２０７計



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 納内中央

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，１１８，６３８千円

年 効 用 ② １４２，５７１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ７０，５９５千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４１ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，６９２，４０９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２７

２．年効用の総括

項 目 効果の内容年効果額
（千円）

用水改良やほ場の排水改良による転作作物の面積農作物の生産量の増 作物生産 １１，５８９
拡大や単収の増加加 効果

水稲、小麦、大豆、小豆、ﾒﾛﾝ、馬鈴薯、 そば、ｽﾀｰﾁｽ対象作物：

ほ場の区画整理や排水改良による労働時間及び機営農経費の節減 営農経費 １１，０６１
械稼働時間の短縮に伴う経費削減節減効果

水稲、小麦、大豆、小豆、ﾒﾛﾝ、馬鈴薯、そば、ｽﾀｰﾁｽ対象作物：

用水系統の見直しや用排水施設、耕作道の改修に維持管理 ３０，４７２
伴う維持管理費の節減費節減効
対象施設：用水路、排水路果

老朽化した施設の更新による従前の農業生産の維施設更新による従前 更新効果 ７９，３０７
持の農業生産の維持

用水路の暗渠化及びﾌｪﾝｽ設置による事故率の減少地域の生活環境の保 安全性向 ３，４８２
全・向上 上効果

用水改良に伴い埋蔵文化財が具現化され発掘調査文化財発 １９９
により文化的価値が明確になる効果現効果

関連事業により整備された施設の設置に伴う取水量河川流況 ６，３６２
の増加で河川への還元水が増加することにより、河安定効果
川流況が安定する効果

農業用水を防火用水施設に利用することにより設地域用水 ３
置費節減効果

関連事業により整備された施設の附帯工（魚道）や水辺環境 ９６
施設周辺の修景整備による効果整備効果

計 １４２，５７１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 豊里南

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，４０４，５００千円

年 効 用 ② １６６，８７３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １８９，９９９千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，８６６，２８３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 ２６，９７０ 用水改良やほ場の排水改良に
の増加 よる転作作物の面積拡大や単

収の増加
対象作物：水稲、小麦、大豆
小豆、ｶﾎﾞﾁｬ、ﾒﾛﾝ

営農経費の節減 営農経費節減効果 ４９，５８３ ほ場の区画整理や用排水施設
の改良による労働時間及び機
械稼働時間の短縮に伴う経費
削減
対象作物：水稲、小麦、大豆
小豆、ｶﾎﾞﾁｬ、ﾒﾛﾝ

維持管理費節減効果 ５４，２７２ 用排水施設の改修に伴う維持
管理費の節減
対象施設：揚水機場、用水
路、排水路

施設更新による 更新効果 ３６，０４８ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持

計 １６６，８７３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 晩翠栄

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，５４３，５００千円

年 効 用 ② １２８，６８４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ７２，０９９千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，１８９，４８３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 １４，０８７ 用水改良やほ場の排水改良に
の増加 よる転作作物の面積拡大や単

収の増加
対象作物：水稲、小麦、大豆
小豆、ｷｬﾍﾞﾂ、ﾈｷﾞ

営農経費の節減 営農経費節減効果 ７９，８３２ ほ場の区画整理や用排水施設
の改良による労働時間及び機
械稼働時間の短縮に伴う経費
削減
対象作物：水稲、小麦、大豆
小豆、ｷｬﾍﾞﾂ、ﾈｷﾞ

維持管理費節減効果 １２，６８７ 用排水施設及び耕作道の改修
に伴う維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、
耕作道

施設更新による 更新効果 ２２，０７８ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持

計 １２８，６８４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 本中三川

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，５９６，０００千円

年 効 用 ② １１５，８９１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ２９６，６１０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３８ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，８７７，７０５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 １８，０３０ 用水改良やほ場の排水改良に
の増加 よる転作作物の面積拡大や単

収の増加
対象作物：水稲、小麦、大豆
馬鈴薯、てん菜

営農経費の節減 営農経費節減効果 ２４，８０８ ほ場の区画整理や用排水施設
の改良による労働時間及び機
械稼働時間の短縮に伴う経費
削減
対象作物：水稲、小麦、大豆
馬鈴薯、てん菜

維持管理費節減効果 ２０，７８５ 用排水施設の改修に伴う維持
管理費の節減
対象施設：用水路、排水路

施設更新による 更新効果 ５２，２６８ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持

計 １１５，８９１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 南長沼中央

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，６４６，６３６千円

年 効 用 ② １０７，２０９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ４０，２６０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３８ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，９７１，１６６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水改良やほ場の排水改良によ農作物の生産量 作物生産効果 １６，４０７
る転作作物の面積拡大や単収のの増加
増加
対象作物：水稲、小麦、大豆、
小豆、玉ねぎ、馬鈴薯、白菜

用水施設の改修及び排水改良に営農経費の節減 営農経費節減効果 ４５，９４１
よる労働時間及び機械稼働時間
の短縮に伴う経費削減
対象作物：水稲、小麦、大豆、
小豆、玉ねぎ、馬鈴薯、白菜

用水系統の見直し及び用排水施維持管理費節減効果 １７，６８５
設、耕作道の改修に伴う維持管
理費の節減
対象施設：用水路、排水路、耕
作道

老朽化した施設の更新による従施設更新による 更新効果 ２６，６６６
前の農業生産の維持従前の農業生産

の維持

用水路の暗渠化及びﾌｪﾝｽ設置に地域の生活環境 安全性向上効果 ９８
よる事故率の減少の保全・向上

関連事業により整備された施設公共施設保全効果 ４１２
の整備に伴い整備された振替既
設道路の維持管理節減や一般交
通等経費節減、更新効果

計 １０７，２０９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 南学田北部

１．費用便益比の算定

備 考区 分 算 定 式 数 値

総 事 業 費 ① ４，５８１，１３７千円

年 効 用 ② ３７１，９７０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １９９，３１６千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４３ 年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０７
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７，１３７，３７０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５５

２．年効用の総括

項 目 年効果額 効果の内容
（千円）

用水改良やほ場の排水改良による転作作物の面積拡大や農作物の生 作物生産効果 ３２，８８３
単収の増加産量の増加
対象作物：水稲、小麦、小豆、玉ねぎ、馬鈴薯、ﾒﾛﾝ

用水改良や排水改良による労働時間及び機械稼働時間の営農経費の 営農経費節減 ３３，２１２
短縮に伴う経費削減節減 効果
対象作物：水稲、小麦、小豆、玉ねぎ、馬鈴薯、ﾒﾛﾝ

用排水施設の改修に伴う維持管理費の節減維持管理費節 １４９，８９３
対象施設：用水路、排水路、農道、耕作道減効果

道路整備による農産物等の輸送にかかる経費の低減営農に係る走行 ５，１４９
経費節減効果

老朽化した施設の更新による従前の農業生産の維持施設更新によ 更新効果 １３８，２０９
る従前の農業
生産の維持

道路整備による一般交通にかかる経費の低減地域の生活 ５６一般交通等経
費節減効果環境の保全

・向上
用水路の暗渠化及びﾌｪﾝｽ設置による事故率の減少安全性向上効 ２，５１６

果

関連事業により整備された施設整備に伴い整備された振公共施設保全 １０，０５２
替既設道路の維持管理節減や一般交通等経費節減、更新効果
効果

計 ３７１，９７０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 月形西部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４６２，０００千円

年 効 用 ② ３５，９５５千円

廃 用 損 失 額 ③

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６４０，９０９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 １６，４８３ 用水改良やほ場の排水改良に
の増加 よる転作作物の面積拡大や単

収の増加
対象作物：水稲、小麦、大
豆、ｶﾎﾞﾁｬ、ﾒﾛﾝ

営農経費の節減 営農経費節減効果 １０，８１７ ほ場の区画整理や用排水施設
の改良による労働時間及び機
械稼働時間の短縮に伴う経費
削減
対象作物：水稲、小麦、大
豆、ｶﾎﾞﾁｬ、ﾒﾛﾝ

維持管理費節減効果 １，８１７ 用排水施設の改修に伴う維持
管理費の節減
対象施設：用水路、排水路

施設更新による 更新効果 ６，８３８ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持

計 ３５，９５５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 花月第２

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５，７０２，９３２千円

年 効 用 ② ３８５，９７４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １１０，２４８千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４４ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７，５６３，１９１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３２

２．年効用の総括

項 目 年効果額 効果の内容
（千円）

用水改良やほ場の排水改良による転作作物の面積農作物の生産量の増 作物生産効 ２８，８３０
拡大や単収の増加加 果

水稲、小麦、玉ねぎ、大豆、大根、ﾒﾛﾝ対象作物：

ほ場の区画整理や排水改良による労働時間及び機営農経費の節減 営農経費節 １４１，３９７
械稼働時間の短縮に伴う経費削減減効果

水稲、小麦、玉ねぎ、大豆、大根、ﾒﾛﾝ対象作物：

用排水施設、耕作道の改修に伴う維持管理費の節維持管理費 １１９，２５９
減対象施設：用水路、排水路、耕作道節減効果

老朽化した施設の更新による従前の農業生産の維施設更新による従前 更新効果 ７２，１７３
持の農業生産の維持

用水路の暗渠化による事故率の減少地域の生活環境の保 安全性向上 ３０６
全・向上 効果

ダム整備に伴い整備された振替既設道路の維持管公共施設保 ５，７６７
理節減や一般交通等経費節減、更新効果全効果

関連事業により整備された施設の設置に伴う取水河川流況安 １６，４７５
量の増加で河川への還元水が増加することによ定効果
り、河川流況が安定する

農業用水を生活用水及び防火用水施設に利用する地域用水効 ５１５
ことにより設置費節減果

排水路整備による、農業施設及び公共施設への水地域排水効 ４７８
害の防止・軽減果

関連事業により整備された施設の附帯工（魚道）水辺環境整 ７７４
や施設周辺の修景整備による効果備効果

計 ３８５，９７４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 追 分

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４，０１５，９９０千円

年 効 用 ② ３５６，３６６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １１２，８１８千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３８ 年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３３
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６，５６３，２２３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．６３

２．年効用の総括

項 目 効果の内容年効果額
（千円）

２８，１４８ 用水改良やほ場の排水改良による転作作物の農作物の生産量の 作物生産
面積拡大や単収の増加増加 効果
対象作物：水稲、小麦、小豆、ｱｽﾊﾟﾗ

ほ場の区画整理や排水改良による労働時間及び機営農経費の節減 営農経費 ８８，９５２
械稼働時間の短縮に伴う経費削減節減効果
対象作物：水稲、小麦、小豆、ｱｽﾊﾟﾗ

用排水施設、耕作道の改修に伴う維持管理費の節維持管理 １３５，９６８
減費節減効
対象施設：用水路、排水路果

７２，７４５ 老朽化した施設の更新による従前の農業生産の維施設更新による従 更新効果
持前の農業生産の維

持

２，８９０ 関連事業として整備された施設の整備に伴い地域の生活環境の 公共施設
整備された振替既設道路の維持管理節減や一保全・向上 保全効果
般交通等経費節減、更新効果

関連事業として整備される施設の設置に伴う取水河川流況 ２６，０４８
量の増加で河川への還元水が増加することによ安定効果
り、河川流況が安定する効果

農業用水を生活用水及び防火用水施設に利用する地域用水 ５９３
ことにより設置費節減効果

関連事業により整備された施設の附帯工（魚道）水辺環境 １，０２２
や施設周辺の修景整備による効果整備効果

５６，３６６計



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 幌里西

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３７４，８５０千円

年 効 用 ② ４６，２４８千円

廃 用 損 失 額 ③

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４１ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１６

便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８９６，２７９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．３９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量の増 作物生産効 ６，９８４ 用水改良やほ場の排水改良による

加 果 転作作物の面積拡大や単収の増加

対象作物：水稲、小麦、小豆、大

豆、ﾒﾛﾝ

営農経費の節減 営農経費節 ３９，２６４ ほ場の排水改良による労働時間及

減効果 び機械稼働時間の短縮に伴う経費

削減

対象作物：水稲、小麦、小豆、大

豆、ﾒﾛﾝ

計 ４６，２４８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 島 津

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９１３，５００ 千円

年 効 用 ② ６１，９５５ 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ３４，３２３ 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４２ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，１７８，１０４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 １５，２３３ 用水改良やほ場の排水改良に
の増加 よる転作作物の面積拡大や単

収の増加
対象作物：水稲、小麦、大
豆、馬鈴薯

営農経費の節減 営農経費節減効果 ３１，９１４ ほ場の区画整理や用排水施設
の改良による労働時間及び機
械稼働時間の短縮に伴う経費
削減
対象作物：水稲、小麦、大
豆、馬鈴薯

維持管理費節減効果 １０，４２２ 用排水施設、耕作道の改修に
伴う維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路

施設更新による 更新効果 ４，３８６ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持

計 ６１，９５５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 東 豊

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，３６５，０００千円

年 効 用 ② ９６，１７４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ４５，４４７千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５５３

便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，６９３，６８５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量の増 作物生産効 ２７，９５３ 用水改良やほ場の排水改良による

加 果 転作作物の面積拡大や単収の増加

対象作物：水稲、小麦、小豆、ｶﾎﾞ

ﾁｬ、大根、ｱｽﾊﾟﾗ

営農経費の節減 営農経費節 ３９，４００ ほ場の区画整理や用排水の改良に

減効果 よる労働時間及び機械稼働時間の

短縮に伴う経費削減

対象作物：水稲、小麦、小豆、ｶﾎﾞ

ﾁｬ、大根、ｱｽﾊﾟﾗ

維持管理費 ５，４７５ 用排水施設、耕作道の改修に伴う

節減効果 維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路

施設更新による従前 更新効果 ２３，３４６ 老朽化した施設の更新による従前

の農業生産の維持 の農業生産の維持

計 ９６，１７４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 厚南第２

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５，４８５，６７３千円

年 効 用 ② ３０９，８８８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ８５，３０７千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４４ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６，０７５，４８８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水改良やほ場の排水改良によ農作物の生産量 作物生産効果 １３，０２７
る転作作物の面積拡大や単収のの増加
増加
対象作物：水稲、小麦、大豆、
小豆、てん菜、馬鈴薯

用水施設の改修及び排水改良に営農経費の節減 営農経費節減効果 １２４，８９３
よる労働時間及び機械稼働時間
の短縮に伴う経費削減
対象作物：水稲、小麦、大豆、
小豆、てん菜、馬鈴薯

用水系統の見直し及び用排水施維持管理費節減効果 ５２，０６０
設、耕作道の改修に伴う維持管
理費の節減
対象施設：用水路、排水路、耕
作道

老朽化した施設の更新による従施設更新による 更新効果 １１８，８７５
前の農業生産の維持従前の農業生産

の維持

農業用水を生活用水及び防火用地域の生活環境 地域用水効果 １，０３３
水施設に利用することにより設の保全・向上
置費節減

計 ３０９，８８８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 岩手県 地区名 徳 田 第 二

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，５２５，０００千円

年 効 用 ② １１２，２３３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ２０，６００千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，９５１，８６３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４，８１３
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、とまと、きゅうり

ねぎ、レタス、小麦

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ７５，６２４
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲

用排水施設等の改修に伴う施設の維維持管理費節減効果 ５，７７５
持管理費の節減

対象施設：用排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２６，００２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路の維持

換地手法を用いて先行的に公用地等地域の生活環境 非農用地等創設効果 １９
を合理的、経済的に取得することにの保全・向上
よる用地交渉の期間の短縮、節減や

測量経費、登記手続き等事務経費の

節減

計 １１２，２３３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 岩手県 地区名 古 城 ２ 期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５，８２２，０００千円

年 効 用 ② ４１９，２１５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ８２，８５５千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６３９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６，４７７，６３０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４６，９３９
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、小麦、大豆、

牧草、きゅうり、トマト

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 １８１，０５６
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、小麦、牧草、きゅ

うり、大豆、トマト

用排水施設等の改修に伴う施設の維維持管理費節減効果 ７３，７６０
持管理費の節減

対象施設：用排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １１５，９８０
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路、道路の維持

換地手法を用いて先行的に公用地等地域の生活環境 非農用地等創設効果 ９２４
を合理的、経済的に取得することにの保全・向上
よる用地交渉の期間の短縮、節減や
測量経費、登記手続き等事務経費の
節減

将来国土調査を行う予定であるが本地域資産保全・向上 ５５６
事業を実施した場合に行う換地作業効果
により付随的に地籍が明確となる効

果

計 ４１９，２１５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮城県 地区名 玉 浦 中 部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２３７，０００千円

年 効 用 ② １３０，５３０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，２９４，０２５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．８５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３，８１０
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、大麦

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 １２１，２８２
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、大豆、大麦

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １，８７２
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ３，５６６
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

計 １３０，５３０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮城県 地区名 川 崎 東 部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４０９，０００千円

年 効 用 ② ３８，６３６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７４１，５７４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．８１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４１４
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、ソバ、

つるむらさき

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ３４，５８３
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ４７５
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ３，１６４
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

計 ３８，６３６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮城県 地区名 土 手 外

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５０５，０００千円

年 効 用 ② ６１，３５７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，０９３，７０８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．１６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，３１７
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、牧草

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ５４，８０８
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １，１７８
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ４，０５４
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

計 ６１，３５７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮城県 地区名 下 多 田 川

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６２１，７５２千円

年 効 用 ② ４６，０２５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８４２，９４９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２，９２７
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、ネギ，

タマネギ

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ３０，７４５
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修に伴う施設の維維持管理費節減効果 ８，６９４
持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ３，６５９
農業生産の維持等従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

計 ４６，０２５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮城県 地区名 広 長

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，９１２，０８２千円

年 効 用 ② １３４，９０８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ４６５千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，３７０，５０２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ５，９９７
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、小麦、大豆

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 １１４，９４４
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、小麦、大豆

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ２，１６９
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １１，７９８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

計 １３４，９０８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮城県 地区名 下 志 田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，６４９，０００千円

年 効 用 ② １６４，２６４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３，００８，４９８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．８２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４，６５２
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、小麦、

ほうれん草

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 １４６，０７３
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、大豆、小麦

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ５，６１７
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ７，９２２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

計 １６４，２６４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮城県 地区名 栗 原

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，６０６，８５４千円

年 効 用 ② １３９，３７９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１

便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，４８４，４７４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ５，６１５

面積拡大や単収の増加の増加

対象作物：水稲、大豆、きゅうり

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 １１６，３１５

ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ４，７３２

施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １２，７１７

農業生産の維持従前の農業生産

対象施設：用水路、排水路、道路の維持

計 １３９，３７９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮城県 地区名 青 木

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５７６，０００千円

年 効 用 ② ８１，０８５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５９７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，３５８，２０８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．３５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４，４９５
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、牧草、ニンニク

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ７２，０４６
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ４７８
施設の維持管理費の節減

対象施設：揚水機場、用水路、排水

路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ４，０６６
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

計 ８１，０８５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 秋田県 地区名 草 木

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，５４９，８００千円

年 効 用 ② １０８，３３３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，０５５，６５５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２７，０９６
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、トマト、

キュウリ

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ７１，４１７
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修に伴う施設の維維持管理費節減効果 ３，８５２
持管理費の節減

対象施設：用排水路、農道、揚水機

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ５，９６８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路、揚水機の維持

計 １０８，３３３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 秋田県 地区名 男 鹿 浦 田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９４３，９５０千円

年 効 用 ② ８７，４２７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ４１６千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２８
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，６５５，３９８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．７５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ７，０６４
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、枝豆

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ６３，３８２
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修に伴う施設の維維持管理費節減効果 １１，３３３
持管理費の節減

対象施設：用排水路、農道、

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ５，３４０
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路の維持

将来国土調査を行う予定であるが、地域の生活環境 地域資産保全・向上 ３０８
本事業を実施した場合に行う換地作の保全・向上 効果
業により、付随的に地籍が明確とな

る効果

計 ８７，４２７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 秋田県 地区名 若 美 中 央

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３,５９２，０５０千円

年 効 用 ② ２５２，２８２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ３,６８２千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ５２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０４７５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５,３０７，５１８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２１，６３９
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、メロン､

かぼちゃ、馬鈴薯

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 １８４，０８９
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修に伴う施設の維維持管理費節減効果 ２８，４３２
持管理費の節減

対象施設：用排水路、農道、

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １８，１２２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路の維持

計 ２５２，２８２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 秋田県 地区名 仙 北 西

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４，２７４，５５０千円

年 効 用 ② ３７３，６７３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １２，２３６千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７，１４６，２５１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．６７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３２，５１１
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、枝豆､

ハト麦、アスパラガス

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ２７８，４８１
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修に伴う施設の維維持管理費節減効果 ４２，８６９
持管理費の節減

対象施設：用排水路、農道、

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １９，３０３
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路の維持

将来国土調査を行う予定であるが、地域の生活環境 地域資産保全・向上 ５０９
本事業を実施した場合に行う換地作の保全・向上 効果
業により、付随的に地籍が明確とな

る効果

計 ３７３，６７３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 秋田県 地区名 手倉・相内端

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８６７，３００千円

年 効 用 ② ６２，７８５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２１６，７６４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ６，１２７
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、枝豆､そば、

アスパラガス、

ほうれん草

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ４７，４９１
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修に伴う施設の維維持管理費節減効果 ６，１９６
持管理費の節減

対象施設：用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２，９７１
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路、農道の維持

計 ６２，７８５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 秋田県 地区名 会 塚

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，６９７，１８９千円

年 効 用 ② ２２５，０９９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ３，６１７千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４，１１９，０７５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３８，４０６
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、枝豆､スイカ、

ほうれん草、アスパラガス

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 １３１，６８７
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲

用排水施設等の改修に伴う施設の維維持管理費節減効果 ２８，７４２
持管理費の節減

対象施設：用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２６，２６４
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路の維持

計 ２２５，０９９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 山形 地区名 一本杉福地

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３１６，０００千円

年 効 用 ② ２６，１３２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４８４，８２３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ５，０９４
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、そば、ニラ、

アスパラ

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 １９，１７３
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、そば、ニラ、

アスパラ

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ３９３
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １，０６２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

施設の機能を維持しつつ、周辺の景地域の生活環境 水辺環境整備効果 ４１０
観や環境に配慮した構造とすることの保全・向上
で水辺環境を保全・創造する

対象施設：生態系保全水路

計 ２６，１３２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 山形 地区名 豊 里

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２０８，５００千円

年 効 用 ② ８１，９４７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，５３７，４６７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ９，０２２
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、さといも、

なす、かぼちゃ、
アスパラ、ポット苗

農道舗装による走行中の農産物の荷品 質 向 上 効 果 ３４５
痛み等が軽減
対象作物：なす

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ５８，２０６
ことによる労働時間の短縮や機械経
費の節減
対象作物：水稲、大豆、さといも、

なす、そば、アスパラ

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ４，７０４
施設の維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、農道

農道が改良されることによる農産物営農に係る走行経費 ９８
の生産並びに流通に係る輸送経費の節減効果
節減
対象施設：農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ９，３４５
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

施設の機能を維持しつつ、周辺の景地域の生活環境 水辺環境整備効果 ２２７
観や環境に配慮した構造とすることの保全・向上
で水辺環境を保全・創造する
対象施設：魚巣ブロック水路

計 ８１，９４７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 山形 地区名 鮭川左岸２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６，５９１，９００千円

年 効 用 ② ４７６，７０３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０７０２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６，７９０，６４１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作物生産効果 ３５，０４８
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、にら、

とまと、きゅうり、枝豆

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ３６６，４５８
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、大豆、にら、

そば、とまと、

きゅう 、ねぎ、枝豆り

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ６，８８８
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更新効果 ６７，２９４
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

換地手法を用いて先行的に公用地等地域の生活環境 非農用地等創設効果 １，０１５
を合理的、経済的に取得することにの保全・向上
よる用地交渉の期間の短縮、節減や

測量経費、登記手続き等事務経費の

節減

計 ４７６，７０３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 福島県 地区名 木 伏

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３３９，０００千円

年 効 用 ② ２５，５７６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４７９，８５０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，０９５
面積増減や単収の増加の増加
対象作物：水稲、夏秋トマト、

アスパラガス

農道舗装による走行中の農産物の荷品 質 向 上 効 果 ９９
痛み等が軽減

対象作物：夏秋トマト、馬鈴薯、

白菜、大根

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ２３，３７０
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、アスパラガス、

馬鈴薯、白菜、大根

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ９３９
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

施設の機能を維持しつつ、周辺の景地域の生活環境 水辺環境整備効果 ７３
観や環境に配慮した構造とすることの保全・向上
で水辺環境を保全・創造する

対象施設：多自然型水路

計 ２５，５７６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 福島県 地区名 長 坂

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４４１，０００千円

年 効 用 ② ２４，７１３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４７８，９３４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，１１５
面積増減や単収の増加の増加
対象作物：水稲、夏秋トマト、

馬鈴薯、大根、白菜

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ２１，３３２
ことによる労働時間の短縮や機械経
費の節減
対象作物：水稲、大豆、馬鈴薯、

大根

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ４５９
施設の維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ８４４
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：関連事業の用水路･頭首工の維持

発掘調査により文化的価値が明確と地域の生活環境 文 化 財 発 見 効 果 ５４７
なる効果の保全・向上
対象遺跡：長坂遺跡

施設の機能を維持しつつ、周辺の景水辺環境整備効果 ４１６
観や環境に配慮した構造とすること
で水辺環境を保全・創造する
対象施設：渓流水路

計 ２４，７１３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 茨城県 地区名 潮来市牛堀

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，０４０，０００千円

年 効 用 ② ８９，３２４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ６，８４５千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８７
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，５１４，８５９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ４０，２０８
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲､白菜、飼料用トウ
モロコシ、甘藷、ばれいしょ、キ
ュウリ、大麦、春菊

砂利道を舗装することにより農作品 質 向 上 効 果 ６２８
物の荷痛みを防止する
対象作物：白菜、ばれいしょ、キ
ュウリ

排水改良等による機械作業効率の営農経費の節減 営農経費節減効果 ２７，３０７
向上に伴う労働時間の短縮や機械
経費の節減
対象作物：水稲､飼料用トウモロコ
シ、甘藷、ばれいしょ

用排水施設等の改修に伴う施設の維持管理費節減効果 １，３５５
維持管理費の節減
対象施設：加圧機場、用水路、排
水路、道路

砂利道を舗装することにより通作･営農に係る走行経費 １５，０５６
輸送における走行費が節減される節 減 効 果
対象車両：ﾃｰﾗｰ、軽４輪、1ｔ車、
２ｔ車、４ｔ車

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 ４，７７０
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：加圧機場、用水路持

計 ８９，３２４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 茨城県 地区名 上根本

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５９６，４００千円

年 効 用 ② ４９，０２５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２７年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０６３２
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７７５，７１２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ７，５３４
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲、大豆、大麦、カ
ボチャ、小麦

排水改良等による機械作業効率の営農経費の節減 営農経費節減効果 ２８，２５２
向上に伴う労働時間の短縮や機械
経費の節減
対象作物：水稲、大豆、小麦、大
麦、カボチャ

用排水施設等の改修に伴う施設の維持管理費節減効果 １，５０３
維持管理費の節減
対象施設：機場、用水路、排水
路、道路

砂利道を舗装することにより通作･営農に係る走行経費 ２，８２０
輸送における走行費が節減される節 減 効 果
対象車両：ﾃｰﾗｰ、軽４輪、1ｔ車、
２ｔ車

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 ８，９１６
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：機場、用水路、排水路持

計 ４９，０２５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 茨城県 地区名 高井

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６２２，０００千円

年 効 用 ② ３９，６９９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８７
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６７６，３０３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 １２，８８６
物の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲、白菜、飼料用イ
ネ、イチゴ、大麦

砂利道を舗装することにより農作品 質 向 上 効 果 ３２３
物の荷痛みを防止する
対象作物：イチゴ

排水改良等による機械作業効率の営農経費の節減 営農経費節減効果 １０，６４２
向上に伴う労働時間の短縮や機械
経費の節減
対象作物：水稲、飼料用イネ

用排水施設等の改修に伴う施設の維持管理費節減効果 ５，１４９
維持管理費の節減
対象施設：機場、用水路、排水路､
道路

砂利道を舗装することにより通作･営農に係る走行経費 ５，６７７
輸送における走行費が節減される節 減 効 果
対象車両：ﾃｰﾗｰ、軽４輪、１ｔ車､
２ｔ車、４ｔ車

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 ４，７５１
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：機場、用水路、排水路持

道路整備により一般車の走行経費地域の生活環境の 一 般 交 通 等 経 費 ２７１
節減保全・向上 節 減 効 果
対象施設：計画路線

計 ３９，６９９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 茨城県 地区名 有ヶ池

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９７６，０００千円

年 効 用 ② ７２，５２６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，３２８，３１５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 １１，０７５
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲、小麦、大豆、白
菜

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ９，２３０
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、小麦

用排水施設等の改修・統廃合に伴維持管理費節減効果 １，７８０
う施設の維持管理費節減
対象施設：機場、用水路、道路

砂利道を舗装することにより通作･営農に係る走行経費 ５，０２４
輸送における走行費が節減される節 減 効 果
対象車両：ﾃｰﾗｰ、軽４輪、２ｔ車

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 ４２，８９７
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：機場持

道路整備により一般車の走行経費地域の生活環境の 一 般 交 通 等 経 費 ２，４２４
節減保全・向上 節 減 効 果
対象施設：計画路線

区画が整形化され、換地事業によ地 籍 確 定 効 果 ９６
り地籍が明確になる
対象区域：地区全域

計 ７２，５２６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 茨城県 地区名 七郷中川２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５，１９１，０００千円

年 効 用 ② ４４６，０２２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０６９７
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６，３９９，１６８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 １６７，７６４
物の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲、白菜、ｷｬﾍﾞﾂ、大
豆、ﾚﾀｽ、小麦、ﾈｷﾞ、ﾎｳﾚﾝｿｳ

砂利道を舗装することにより農作品 質 向 上 効 果 １６，４２４
物の荷痛みを防止する
対象作物：ｷｬﾍﾞﾂ、白菜、ﾚﾀｽ、ﾎｳﾚ
ﾝｿｳ、ﾈｷﾞ

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 １９５，２７５
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、白菜、ｷｬﾍﾞﾂ、大
豆、ﾈｷﾞ、ﾎｳﾚﾝｿｳ

用排水施設等の改修に伴う施設の維持管理費節減効果 ８，２２３
維持管理費の節減
対象施設：機場、用水路、排水
路、道路

砂利道を舗装することにより通作･営農に係る走行経費 １２，７４１
輸送における走行費が節減される節 減 効 果
対象車両：軽４輪､２ｔ車､６ｔ車

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 ２２，４９３
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：用水路、排水路持



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

道路整備により一般車の走行経費地域の生活環境の 一 般 交 通 等 経 費 １，２３４
節減保全・向上 節 減 効 果
対象施設：計画路線

換地手法を用いた合理的かつ経済非農用地等創設効果 １９，１０７
的な用地取得による経費節減
対象施設：道路、施設用地

区画が整形化され、換地事業によ地 籍 確 定 効 果 ２，７６１
り地籍が明確になる
対象区域：地区全域

計 ４４６，０２２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 栃木県 地区名 江川・五千石

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，９８９，０００千円

年 効 用 ② ２９６，９３４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ２，９３７千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４５年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０２
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５，９１２，０８３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．９７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 １９，９３９
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲、大麦、ﾀﾏﾈｷﾞ、ﾎｳ
ﾚﾝｿｳ、大豆、ﾈｷﾞ、ｲﾁｺﾞ、ﾆﾗ、ﾅｽ、
白菜

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ２３４，４３９
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大麦、ﾀﾏﾈｷﾞ、ﾎｳ
ﾚﾝｿｳ、大豆、ﾈｷﾞ、ｲﾁｺﾞ、ﾆﾗ、ﾅｽ､
白菜

用排水施設等の改修・統廃合に伴維持管理費節減効果 ３２，３３１
う施設の維持管理費節減
対象施設：機場、用水路、排水路､
農道

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 ３，０７３
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：揚水機持

区画が整形化され、換地事業によ地域の生活環境の 地 籍 確 定 効 果 ３，３２１
り地籍が明確になる保全・向上
対象区域：地区全域

換地手法を用いた合理的かつ経済非農用地等創設効果 １，８５１
的な用地取得による経費節減
対象施設：道路、施設用地



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水路の一部に魚類等の生息環境地域の生活環境の 水辺環境整備効果 １，９８０
に配慮したﾌﾄﾝ篭工及び板柵工を設保全・向上
置することによる水辺環境保全
対象施設：用水路

計 ２９６，９３４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 栃木県 地区名 小倉

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８５９，０００千円

年 効 用 ② ６５，０８１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４２年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１４
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２６６，１６７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 １，７１５
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲、大麦、大豆、ｿﾊﾞ
ｻﾄｲﾓ、ﾅｽ、飼料作物、大根

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ５７，０１０
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲､大麦､大豆､ｻﾄｲﾓ、
大根、ﾅｽ、ｿﾊﾞ

用排水施設等の改修・統廃合に伴維持管理費節減効果 ３，８４６
う施設の維持管理費節減
対象施設：用水路、排水路、道路

区画が整形化され、換地事業によ地域の生活環境の 地 籍 確 定 効 果 ６３９
り地籍が明確になる保全・向上
対象区域：地区全域

換地手法を用いた合理的かつ経済非農用地等創設効果 １，０１１
的な用地取得による経費節減
対象施設：道路、施設用地

用(排)水路の一部を魚類等の生息水辺環境整備効果 ８６０
環境に配慮した石積水路等とする
ことによる水辺環境保全
対象施設：環境保全水路、排水路

計 ６５，０８１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 栃木県 地区名 鬼怒川西部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，１６４，０００千円

年 効 用 ② １０１，８５４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ４２８千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４２年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１４
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，９８１，１６７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．７０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ２，９４２
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲､大麦､ｲﾁｺﾞ､ﾀﾏﾈｷﾞ､
大豆、飼料作物、ﾆﾗ、ｼﾞｬｶﾞｲﾓ、ﾅｽ
白菜

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ９０，６０５
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲､大麦､大豆､ｲﾁｺﾞ､
ﾆﾗ、白菜、ﾀﾏﾈｷﾞ、ﾅｽ、ｼﾞｬｶﾞｲﾓ

用排水施設等の改修・統廃合に伴維持管理費節減効果 １，９３１
う施設の維持管理費節減
対象施設：機場、用水路、排水路､
道路

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 １，３４０
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：機場持

区画が整形化され、換地事業によ地域の生活環境の 地 籍 確 定 効 果 １，１１５
り地籍が明確になる保全・向上
対象区域：地区全域

換地手法を用いた合理的かつ経済非農用地等創設効果 ２，６６７
的な用地取得による経費節減
対象施設：道路、施設用地



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

魚類等の生息環境に配慮した土水地域の生活環境の 水辺環境整備効果 １，２５４
路、冬季の回避場所を設置とする保全・向上
ことによる水辺環境保全
対象施設：環境保全水路、湿地、
緑地

計 １０１，８５４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 栃木県 地区名 琵琶池

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３００，０００千円

年 効 用 ② １７，５０１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４４年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０３
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３４７，９３２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ２，２３３
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲、大麦、大豆、ﾄﾏﾄ
ﾆﾗ、飼料作物、ｷｭｳﾘ、白菜

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 １２，７６１
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大麦、大豆、ﾄﾏﾄ
ﾆﾗ、ｷｭｳﾘ、白菜

用排水施設等の改修・統廃合に伴維持管理費節減効果 １，１１４
う施設の維持管理費節減
対象施設：用水路、排水路、道路

区画が整形化され、換地事業によ地域の生活環境の 地籍確定効果 ２４４
り地籍が明確になる保全・向上
対象区域：地区全域

換地手法を用いた合理的かつ経済非農用地等創設効果 １９７
的な用地取得による経費節減
対象施設：道路、生態系用地

排水路の一部に貝類等の生息環境水辺環境整備効果 ９５２
に配慮したワンドを設けることに
よる水辺環境保全
対象施設：環境保全水路

計 １７，５０１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 群馬県 地区名 開田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５３３，４００千円

年 効 用 ② ３７，１９６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０５５７
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６６７，７９２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 １８，５０８
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲､枝豆､ｺﾞﾎﾞｳ､ﾈｷﾞ､
小麦、ﾎｳﾚﾝｿｳ、白菜

排水改良等による機械作業効率の営農経費の節減 営農経費節減効果 １２，６５５
向上及び農道整備による営農機械
の大型化に伴う労働時間の短縮や
機械経費の節減
対象作物：水稲､小麦､枝豆､ｺﾞﾎﾞｳ､
ﾈｷﾞ、ﾎｳﾚﾝｿｳ

用排水施設等の改修・統廃合に伴維持管理費節減効果 ３７４
う施設の維持管理費節減
対象施設：道路、用水路、排水路

砂利道を舗装することにより通作･営農に係る走行経費 ３，０３９
輸送における走行費が節減される節 減 効 果
対象車両：軽４輪、２ｔ車

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 ２，０２６
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：道路、用水路、排水路持

用(排)水路の一部に小動物の生息地域の生活環境の 水辺環境整備効果 ５９４
環境に配慮した脱出スロープ等を保全・向上
設けることによる水辺環境保全
対象施設：環境保全水路

計 ３７，１９６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 埼玉県 地区名 大串

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４０４，９４０千円

年 効 用 ② ３４，９３０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２７年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０６３２
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５５２，６９６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ５，２９２
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲､大豆､ｲﾁｺﾞ､小麦

砂利道を舗装することにより農作品 質 向 上 効 果 ８１２
物の荷痛みを防止する
対象作物：ｲﾁｺﾞ

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ２６，９５５
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、小麦、大豆

用排水施設等の改修・統廃合に伴維持管理費節減効果 ９９７
う施設の維持管理費節減
対象施設：用水路、排水路、揚水
機場、道路

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 ８１９
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：用排水路持

排水路の一部に小動物の生息環境地域の生活環境の 水辺環境整備効果 ５５
に配慮した脱出スロープ等を設置保全・向上
することによる水辺環境保全
対象施設：環境保全水路

計 ３４，９３０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 埼玉県 地区名 鴻茎

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６３４，４６６千円

年 効 用 ② ５６，０７０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ６，９７３千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８７
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ９４７，４１９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ５，６８４
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲、大豆、ｿﾊﾞ、ﾅｽ、
ｷｭｳﾘ、小麦、ﾅｼ、ｲﾁｼﾞｸ

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ２０，１８３
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、小麦、大豆

用排水施設等の改修・統廃合に伴維持管理費節減効果 ５，６４８
う施設の維持管理費節減
対象施設：用水路、排水路、道路

砂利道を舗装することにより通作･営農に係る走行経費 １１，５２３
輸送における走行費が節減される節 減 効 果
対象車両：ﾃｰﾗｰ､軽４輪、１ｔ車、
２ｔ車

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 １２，８０７
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：用排水路、道路持

排水路の一部に小動物の落下防止地域の生活環境の 水辺環境整備効果 ２２５
のための間伐材蓋掛けを設置する保全・向上
ことによる水辺環境保全
対象施設：排水路

計 ５６，０７０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 千葉県 地区名 三和養老

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，６７４，０００千円

年 効 用 ② １１４，９５６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １０，９８９千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８７
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，９４７，３７６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ３６，０１７
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲、ｷｭｳﾘ、ﾊﾞﾚｲｼｮ、
ﾄﾏﾄ、小麦、ﾋﾟｰﾏﾝ、枝豆、ｼｼﾄｳ、
大豆

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ６２，９７７
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲

用排水施設等の改修・統廃合に伴維持管理費節減効果 １，３１３
う施設の維持管理費節減
対象施設：機場、排水路

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 １１，６３７
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：機場、排水路持

区画が整形化され、換地事業によ地域の生活環境の 地 籍 確 定 効 果 １，１１３
り地籍が明確になる保全・向上
対象区域：地区全域

換地手法を用いた合理的かつ経済非農用地等創設効果 ５２９
的な用地取得による経費節減
対象施設：道路、施設用地

埋蔵文化財が具現化され、その文文 化 財 発 見 効 果 １，３７０
化的価値が明確となる
対象区域：計画路線

計 １１４，９５６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 千葉県 地区名 平戸２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８９０，０００千円

年 効 用 ② ５７，３９１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２７年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０６３２
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ９０８，０８５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ２１，９３４
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲、飼料用ｲﾈ、枝豆､
ｷｭｳﾘ、ﾄﾏﾄ

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ３４，３４７
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲

用排水施設等の改修・統廃合に伴維持管理費節減効果 １８７
う施設の維持管理費節減
対象施設：機場

区画が整形化され、換地事業によ地域の生活環境の 地 籍 確 定 効 果 ２５０
り地籍が明確になる保全・向上
対象区域：地区全域

換地手法を用いた合理的かつ経済非農用地等創設効果 ６７３
的な用地取得による経費節減
対象施設：道路

計 ５７，３９１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 千葉県 地区名 横田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，６２５，０００千円

年 効 用 ② １６２，１５２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８７
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，７６２，３８５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ４７，７９５
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲、大豆、ﾄｳﾓﾛｺｼ、
ｻﾔｲﾝｹﾞﾝ、景観植物、飼料作物、
大麦、ﾚﾀｽ、食用ﾅﾊﾞﾅ、ﾄﾏﾄ、ﾈｷﾞ、
ﾊﾞﾚｲｼｮ、ｷｬﾍﾞﾂ、ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ９７，７３６
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲

用水施設等の改修・統廃合に伴う維持管理費節減効果 ２，４８０
施設の維持管理費節減
対象施設：機場、用水路

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 ９，６９４
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：機場、用水路持

区画が整形化され、換地事業によ地域の生活環境の 地 籍 確 定 効 果 ４３０
り地籍が明確になる保全・向上
対象区域：地区全域

換地手法を用いた合理的かつ経済非農用地等創設効果 ２，２５２
的な用地取得による経費節減
対象施設：道路



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

埋蔵文化財が具現化され、その文地域の生活環境の 文 化 財 発 見 効 果 １，７６５
化的価値が明確となる保全・向上
対象区域：計画路線

計 １６２，１５２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 千葉県 地区名 榎沢

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，７１５，０００千円

年 効 用 ② １０６，７９９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２９年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０６０８
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，７５６，５６３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ４９，１１１
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲、ﾄｳﾓﾛｺｼ、大豆、
食用ﾅﾊﾞﾅ、ｿﾗﾏﾒ、ﾚﾀｽ、ｷｭｳﾘ

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ５９，３９８
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、ｷｭｳﾘ

用水施設等の改修・統廃合に伴う維持管理費節減効果 △ ５，１７１
施設の維持管理費節減
対象施設：機場

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 ２，２４９
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：機場持

区画が整形化され、換地事業によ地域の生活環境の 地 籍 確 定 効 果 １，０２５
り地籍が明確になる保全・向上
対象区域：地区全域

換地手法を用いた合理的かつ経済非農用地等創設効果 １８７
的な用地取得による経費節減
対象施設：道路、施設用地

計 １０６，７９９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 静岡県 地区名 高根西部山之尻

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７５３，０００千円

年 効 用 ② ５５，４５３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ２３，１６８千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４５年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ ０．０４９８
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，０９０，３４６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 １４，１２２
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲、ｻﾄｲﾓ、大豆、
水掛菜、大根、ﾊﾞﾚｲｼｮ

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ４１，１７４
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、ｻﾄｲﾓ、大豆、
水掛菜、大根、ﾊﾞﾚｲｼｮ

用排水施設等の改修・統廃合に伴維持管理費節減効果 △２，３０６
う施設の維持管理費節減
対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 ２，４６３
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：排水路持

計 ５５，４５３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 新潟県 地区名 五十公野

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３，９０６，０００千円

年 効 用 ② ２４２，９３２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２８
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４，６００，９８５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２３，４８６
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大豆、なす、えだ
まめ

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ２１２，１６９
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、なす、えだ
まめ

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １，９５９
施設の維持管理費の節減
対象施設：ファームポンド、用水
路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２，９２８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：道路（市道）の維持

非農用地を換地手法により合理的に地域の生活環境 非農用地等創設効果 ８０６
創設できることによる用地交渉費等の保全・向上
の節減

国土調査に代わり本事業の確定測量地 籍 確 定 効 果 １，５８４
により地籍が明らかになる効果

計 ２４２，９３２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 新潟県 地区名 次新

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８８７，２９２千円

年 効 用 ② ６５，２８５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ９７６千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２１０，２４８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ６，７７４
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大豆、えだまめ、
なす、さといも

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ４９，４５０
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、えだまめ、
なす、さといも

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ３６１
施設の維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ８，１０６
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：幹線用水路、支線排水の維持
路、道路（村道）

非農用地を換地手法により合理的に地域の生活環境 非農用地等創設効果 ２４９
創設できることによる用地交渉費等の保全・向上
の節減

国土調査に代わり本事業の確定測量地 籍 確 定 効 果 ３４５
により地籍が明らかになる効果

計 ６５，２８５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 新潟県 地区名 羽黒

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，３３２，１２３千円

年 効 用 ② ７７，９５７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ２３，５９３千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５５３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，３８６，１１８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １２，３８１
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大豆、えだまめ、
なす、ばれいしょ、キャベツ

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ４１，３３３
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、えだまめ、
なす、ばれいしょ、キャベツ

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ３７５
施設の維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、道路、
揚水機

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２３，８６８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：支線排水路、揚水機、道の維持
路

計 ７７，９５７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 新潟県 地区名 和田南部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９２１，０００千円

年 効 用 ② ６０，８４９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，１６７，９２７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３，９８６
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大豆、なす

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ５５，０３２
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、なす

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １，０６９
施設の維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２４０
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路の維持

非農用地を換地手法により合理的に地域の生活環境 非農用地等創設効果 １０８
創設できることによる用地交渉費等の保全・向上
の節減

国土調査に代わり本事業の確定測量地 籍 確 定 効 果 ４１４
により地籍が明らかになる効果

計 ６０，８４９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 新潟県 地区名 加茂新田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３８２，２００千円

年 効 用 ② ３３，５０２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６４９，２６３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．６９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，４５３
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大豆

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ３２，０９２
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 △６２
施設の維持管理費の節減
対象施設：ファームポンド、用水
路、排水路、農道

非農用地を換地手法により合理的に地域の生活環境 非農用地等創設効果 １９
創設できることによる用地交渉費等の保全・向上
の節減

計 ３３，５０２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 新潟県 地区名 潟２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８，００１，７２９千円

年 効 用 ② ４６０，１３０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ７千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５５３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８，３２０，６０８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離及び暗渠排水等に農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４９，２６３
よる転作作物の面積拡大や単収の増の増加
加
対象作物：水稲、大豆、えだまめ、
ねぎ

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ３７４，８９６
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、えだまめ、
ねぎ

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 △１，８６７
施設の維持管理費の節減
対象施設：揚水機、用水路、排水
路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ３３，７２８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：支線用排水路、町道、揚の維持
水機

非農用地を換地手法により合理的に地域の生活環境 非農用地等創設効果 １，１２６
創設できることによる用地交渉費等の保全・向上
の節減

関連事業（県営かん排）の施行に伴公共施設保全効果 １
う施設の更新により耐用年数の増加
対象施設：付替道路

国土調査に代わり本事業の確定測量地 籍 確 定 効 果 ２，９８３
により地籍が明らかになる効果

計 ４６０，１３０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 新潟県 地区名 塩沢一日市

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８８２，０００千円

年 効 用 ② ６４，７９７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２４３，７０４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３，０００
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大豆、だいこん、
ばれいしょ、なす、スイートコー
ン、ねぎ

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ５２，１４５
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、だいこん、
ばれいしょ、なす、スイートコーン

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １０２
施設の維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ９，５５０
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：支線排水路、道路の維持

計 ６４，７９７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 富山県 地区名 布施川左岸

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，０４９，４７５千円

年 効 用 ② ６４，３７３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２３５，５６９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３，８７０
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大麦

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ４５，９７８
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １，１１８
施設の維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １１，１７３
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路、農道の維持

用排水施設を親水性等環境に配慮し地域の生活環境 水辺環境整備効果 ３１２
た施設にすることによる水辺環境がの保全・向上
保全、創造される効果
対象施設：排水路

事業実施に伴う発掘調査により文化文 化 財 発 見 効 果 １，９２２
的価値が明確になる効果

計 ６４，３７３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 富山県 地区名 串田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２３９，０００千円

年 効 用 ② ９４，１５８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，６５４，７９６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３，９０３
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大豆、大麦

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ６２，９８０
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ２７６
施設の維持管理費の節減
対象施設：用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２０，８１７
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路、農道の維持

事業実施に伴う発掘調査により文化地域の生活環境 文 化 財 発 見 効 果 ４，４１９
的価値が明確になる効果の保全・向上

用排水施設を親水性等環境に配慮し水辺環境整備効果 １，７６３
た施設にすることによる水辺環境が
保全、創造される効果
対象施設：排水路

計 ９４，１５８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 富山県 地区名 水牧

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３２５，５００千円

年 効 用 ② ２２，４１１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １，８００千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５９７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３７３，５９４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ８２
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲

農道の舗装により、砂塵の発生を軽品 質 向 上 効 果 １０
減することによって品質が向上する
効果
対象作物：大豆

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ７，１９４
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ６４７
施設の維持管理費の節減
対象施設：用排水路、農道

農道の拡幅舗装・車種変更により、営農に係る走行経費 １，６８５
走行費・人件費が節減する効果節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １１，９６５
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路、農道の維持

農道の拡幅舗装により、走行費・人地域の生活環境 一般交通等経費節減 ４７７
件費が節減する効果の保全・向上 効果

用排水施設を親水性等環境に配慮し水辺環境整備効果 ３５１
た施設にすることによる水辺環境が
保全、創造される効果
対象施設：排水路

計 ２２，４１１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 富山県 地区名 東石黒西部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３３６，０００千円

年 効 用 ② ２１，９５９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６０８
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３６１，１６８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３７
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：大豆、なす、はくさい

農道の舗装により、生産物運搬の品 質 向 上 効 果 ７３
際、損傷を軽減することによって、
生産物の品質が向上する効果
対象作物：なす、はくさい

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ６，４２６
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １，０６２
施設の維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、道路

路面改良に伴う、輸送時間の短縮及営農に係る走行経費 １，５４０
び車種の変更節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １２，８２１
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路、農道の維持

計 ２１，９５９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 石川県 地区名 宝立第２

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７５６，０００千円

年 効 用 ② ５５，５７６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ９９０，６６０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３，１０７
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大豆、かぼちゃ、
ブロッコリー

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ４０，８６１
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １４
施設の維持管理費の節減
対象施設：揚水機、用水路、排水
路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ８，８０６
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、農道の維持

国土調査に代わり本事業の確定測量地域の生活環境 地 籍 確 定 効 果 ３９８
により地籍が明らかになる効果の保全・向上

事業実施に伴う発掘調査により文化文 化 財 発 見 効 果 ２，３９０
的価値が明確になる効果

計 ５５，５７６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 石川県 地区名 野々江

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９６６，０００千円

年 効 用 ② ７７，４３３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６２０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２４８，９１９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３，８５２
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大豆、かぼちゃ、
ブロッコリー

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ６２，６３１
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ８４５
施設の維持管理費の節減
対象施設：揚水機、用水路、排水
路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ７，６８７
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路、揚水機の維持

事業実施に伴う発掘調査により文化地域の生活環境 文 化 財 発 見 効 果 １，９３０
的価値が明確になる効果の保全・向上

国土調査に代わり本事業の確定測量地 籍 確 定 効 果 ４８８
により地籍が明らかになる効果

計 ７７，４３３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 石川県 地区名 南吉田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５０１，０４２千円

年 効 用 ② ３７，８３１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ５，８１６千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６０８
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６１６，４０４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，６４０
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大麦、いちじく

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ２６，００４
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大麦

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 △４５８
施設の維持管理費の節減
対象施設：揚水機、用水路、排水
路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ９，９３９
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

非農用地を換地手法により合理的に地域の生活環境 非農用地等創設効果 ２４５
創設できることによる用地交渉費等の保全・向上
の節減

事業実施に伴う発掘調査により文化文 化 財 発 見 効 果 ４６１
的価値が明確になる効果

計 ３７，８３１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 石川県 地区名 三湖周辺

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４４０，１１８千円

年 効 用 ② ３９，６７５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６２０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６３９，９１９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４，２０２
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大豆、大麦、トマ
ト

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 １２，９５６
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、大麦、トマ
ト

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ３，１４４
施設の維持管理費の節減
対象施設：揚水機、用水路、排水路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １９，３７３
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路、揚水機の維持

計 ３９，６７５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 福井県 地区名 川西中部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５，６７６，１００千円

年 効 用 ② ６７５，３６２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ８，０８１千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２９年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７７
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １１，１０１，６７４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．９５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １５，１２３
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大麦、大豆、すい
か、だいこん

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ４５４，７８７
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大麦、大豆、すい
か、だいこん

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １６，０８６
施設の維持管理費の節減
対象施設：揚水機、用排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １８３，０９２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：揚水機、用排水路、道路の維持

非農用地を換地手法により合理的に地域の生活環境 非農用地等創設効果 ３，００２
創設できることによる用地交渉費等の保全・向上
の節減

用排水施設を親水性等環境に配慮し水辺環境整備効果 ２，２５４
た施設にすることによる水辺環境が
保全、創造される効果
対象施設：排水路

国土調査に代わり本事業の確定測量地 籍 確 定 効 果 １，０１８
により地籍が明らかになる効果

計 ６７５，３６２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 福井県 地区名 坂井東

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，０６１，４０９千円

年 効 用 ② ８５，０９４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １７，２９６千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，４５７，４７０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，９４９
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大麦、大豆

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ６５，０９９
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大麦、大豆

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １，３８０
施設の維持管理費の節減
対象施設：用排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １６，４０７
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

用排水施設を親水性等環境に配慮し地域の生活環境 水辺環境整備効果 ３９
た施設にすることによる水辺環境がの保全・向上
保全、創造される効果
対象施設：排水路

国土調査に代わり本事業の確定測量地 籍 確 定 効 果 ２２０
により地籍が明らかになる効果

計 ８５，０９４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 福井県 地区名 花守冬野中野

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７０１，３５０千円

年 効 用 ② ５０，９１３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ２，４５８千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５９７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８５０，３５６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３，２２９
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大麦、大豆、すい
か、だいこん

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 １８，１５３
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大麦、大豆、すい
か、だいこん

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ７，４３１
施設の維持管理費の節減
対象施設：用排水路、道路

農道の拡幅舗装・車種変更により、営農に係る走行経費 ６２
走行費・人件費が節減する効果節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２１，２１４
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

国土調査に代わり本事業の確定測量地域の生活環境 地 籍 確 定 効 果 ５９
により地籍が明らかになる効果の保全・向上

関連事業（国営、県営かん排）の施公共施設保全効果 ７２５
行に伴う施設の更新により耐用年数
の増加
対象施設：付替道路等

用排水施設を親水性等環境に配慮し水辺環境整備効果 ４０
た施設にすることによる水辺環境が
保全、創造される効果
対象施設：排水路

計 ５０，９１３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 福井県 地区名 乙坂今北・落井

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，１２３，９５０千円

年 効 用 ② ８０，８６５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ３１，６６４千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５９７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，３２２，８５９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４，４９２
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大麦、大豆、トマ
ト、だいこん

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 １０，２８９
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大麦、大豆、トマ
ト、だいこん

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ２２，２４０
施設の維持管理費の節減
対象施設：用排水路、揚水機、道路

農道の拡幅舗装・車種変更により、営農に係る走行経費 ２２５
走行費・人件費が節減する効果節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ４１，８０９
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、道路の維持

関連事業（国営、県営かん排）の施地域の生活環境 公共施設保全効果 １，７８２
行に伴う施設の更新により耐用年数の保全・向上
の増加
対象施設：付替道路等

用排水施設を親水性等環境に配慮し水辺環境整備効果 ２８
た施設にすることによる水辺環境が
保全、創造される効果
対象施設：用水路

計 ８０，８６５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 三重県 地区名 有 田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６，７５５，６７４千円

年 効 用 ② ５５０，５６２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １０，０５５，４８３
千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用水改良等による転作作物の農作物の生産量 作物生産効果 ３５，５５９
面積拡大の増加
対象作物：小麦、大豆、キャベツ

用水路のパイプライン化に伴う用水営農経費の節減 営農経費節減効果 １９，１５９
管理時間の短縮
対象作物：水稲

用水施設の改修に伴う施設の維持管維持管理費節減効 ８２，８３９
理費の節減果
対象施設：用水路

農道の整備による輸送経費の節減営農に係る走行経 ２，３６５
対象作物：水稲、小麦、キャベツ等費節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による従 更新効果 ３８５，７３２
農業生産維持前の農業生産の維
対象施設：用水路持

開水路の暗渠化に伴う安全性の向上地域の生活環境 安全性向上効果 １，８９５
対象施設：用水路の保全・向上

用水路の改修に伴う公共埋設施設の公共施設保全効果 ２１，２２９
更新等
対象施設：水道ガス等公共施設

維持流量の確保に伴い、用水路等の水辺環境整備効果 １，７８４
水辺環境が保全・創造される効果
対象施設：用水路等

計 ５５０，５６２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 愛知県 地区名 長 岡

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５９５，３５０千円

年 効 用 ② ４２，６３４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０.０５９７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７１４，１３７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １.１９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良や用水の安定管理によ農作物の生産量 作物生産効果 ６，０５１
る転作作物の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、春キャベツ、はくさ

い、にんじん

ほ場の大区画化による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 １，０９６
や機械経費の節減

対象作物：水稲

用排水施設等の改修、統廃合に伴う施維持管理費節減効果 ６８１
設の維持管理費の節減

対象施設：揚水機場、用水路、排水路

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更 新 効 果 ３４，８０６
業生産の維持従前の農業生産
対象施設：揚水機場、用水路、排水路の維持

計 ４２，６３４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 滋賀県 地区名 野村

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８９５，７００千円

年 効 用 ② ９２，５１７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ―

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，６２５，９５８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．８１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，４３４
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、きゅうり、

小麦、白菜

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ６８，５２７
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、きゅうり、

小麦、白菜

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １０，０９２
施設の維持管理費の節減

対象施設：揚水機場、用水路、排水

路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ４，８８８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、農道の維持

公共用地等の非農用地を捻出するこ地域の生活環境 非農用地等創設効果 １，３１５
とによる用地交渉の期間短縮、測量の保全・向上
経費、登記手続き等の事務経費の節

減

対象施設：公園用地、道路用地

文化財の具現化、発掘調査による文文 化 財 発 見 効 果 ３８２
化的価値の明確化

安全施設整備による安全性の向上安 全 性 向 上 効 果 ３０１
対象施設：歩道

換地事業による地籍の明確化の効果地 籍 確 定 効 果 ４０９



排水路の一部を魚類等の生息環境に水辺環境整備効果 ５，１６９
配慮した水路等を設置することによ

る水辺環境の保全

対象施設：排水路

計 ９２，５１７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 滋賀県 地区名 竹生東

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６５６，０００千円

年 効 用 ② ４５，１８９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６２０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７２８，８５５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用水改良による水稲の単収の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ７，８９９
増加と作目転換による生産量の増の増加
対象作物：水稲、大豆、トマト、キ

ャベツ、小麦、白菜

農道の舗装によるに痛み防止に伴う品 質 向 上 効 果 ６３
商品化率の向上

対象作物：トマト、キャベツ、白菜

用排水整備に伴うかん水労働時間、営農経費の節減 営農経費節減効果 １３，６３２
乾田化に伴う労働時間の短縮

対象作物：水稲、大豆、トマト、キ

ャベツ、小麦、白菜

用排水施設の改修・統廃合に伴う施維持管理費節減効果 ３，０３３
設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、農道

農道整備に伴う稼働時間短縮により営農に係る走行経費 ４８４
生じる走行経費節減節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １８，７８２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持



排水路の一部を魚類等の生息環境に地域の生活環境 水辺環境整備効果 １，２９６
配慮した水路等を設置することによの保全・向上
る水辺環境の保全

対象施設：排水路

計 ４５，１８９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 滋賀県 地区名 竹生西

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６０５，８７８千円

年 効 用 ② ５０，２７１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １６，５７５千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６１６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７９９，５１３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用水改良による水稲の単収の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ５，０４８
増加と作目転換による生産量の増の増加
対象作物：水稲、大豆、小麦、白菜

農道の舗装によるに痛み防止に伴う品 質 向 上 効 果 ２８
商品化率の向上

対象作物：白菜

用排水整備に伴うかん水労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 １１，４８４
短縮

対象作物：水稲、大豆、小麦、白菜

用排水施設の改修・統廃合に伴う施維持管理費節減効果 ２，９０２
設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、農道

農道整備に伴う稼働時間短縮により営農に係る走行経費 ７４８
生じる走行経費節減節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２６，８４６
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

農業用水を防火用水に利用すること地域の生活環境 地 域 用 水 効 果 １２８
による、防火用水施設の設置経費のの保全・向上



節減

対象施設：用水路

排水路の一部を魚類等の生息環境に水辺環境整備効果 ２，３５２
配慮した水路等を設置することによ

る水辺環境の保全

対象施設：排水路

農道整備に伴う一般車両の走行経費一般交通等経費節減 ７３５
の節減効果

計 ５０，２７１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 滋賀県 地区名 木尾

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２３２，０００千円

年 効 用 ② １８，７５８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６００
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３１２，６３３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用水改良による水稲の単収の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２，１５６
増加と作目転換による生産量の増の増加
対象作物：水稲、大豆、きゃべつ、

小麦、だいこん

農道の舗装によるに痛み防止に伴う品 質 向 上 効 果 １１
商品化率の向上

対象作物：白菜

用排水整備に伴うかん水労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ３，６７０
短縮

対象作物：水稲、大豆、きゃべつ、

小麦、だいこん

用排水施設の改修・統廃合に伴う施維持管理費節減効果 １，６７４
設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、農道

農道整備に伴う稼働時間短縮により営農に係る走行経費 １９２
生じる走行経費節減節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １０，４６２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持



排水路の一部を魚類等の生息環境に地域の生活環境 水辺環境整備効果 ８２５
配慮した水路等を設置することによの保全・向上
る水辺環境の保全

対象施設：排水路

計 １８，９９０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 京都府 地区名 河東

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３８０，１００千円

年 効 用 ② ２８，４５４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ―

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５５３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５１４，５３９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，８１１
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、小豆、黒大豆、さ

といも、茶、牧草、白菜

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 １７，９２７
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、牧草、黒大豆、さ

といも、小豆、白菜

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １，２４１
施設の維持管理費の節減

対象施設：揚水機場、用水路、排水

路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １８４
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：揚水機場、用水路、排水の維持
路

公共用地等の非農用地を捻出するこ地域の生活環境 非農用地等創設効果 ５，２０５
とによる用地交渉の期間短縮、測量の保全・向上
経費、登記手続き等の事務経費の節

減

対象施設：公園用地、道路用地

換地事業による地籍の明確化の効果地 籍 確 定 効 果 １，４２４

排水路の一部を魚類等の生息環境に水辺環境整備効果 ６６２
配慮した水路等を設置することによ

る水辺環境の保全



対象施設：排水路

計 ２８，４５４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 大阪府 地区名 能勢

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １０８，５７０千円

年 効 用 ② １０，１１４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ５，４２０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０７０５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １３８，０４１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

乾田化に伴う単収の増加農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ７５６
対象作物：水稲、トマト、なす、きの増加
ゅうり、白菜、ほうれん草

農道の舗装によるに痛み防止に伴う品 質 向 上 効 果 ６８７
商品化率の向上

対象作物：トマト、なす、きゅう

り、白菜

乾田化に伴う労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 １，５７５
対象施設：暗渠排水

用排水施設等の改修に伴う施設の維維持管理費節減効果 ３，８０７
持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、農道

農道整備に伴う稼働時間短縮により営農に係る走行経費 １，３９６
生じる走行経費節減節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １，８９３
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

計 １０，１１４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 兵庫県 地区名 栗住野

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １９６，３５０千円

年 効 用 ② １６，１３９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ２，８８３千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６３８
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２５０，０７９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用水改良による水稲の単収の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ９，６８７
増加と作目転換による生産量の増の増加
対象作物：水稲、小豆、ぶどう

パイプライン化によるかん排水管理営農経費の節減 営農経費節減効果 １，４０５
時間の短縮及び湿田の乾田化に伴う

農業機械の作業効率向上による営農

時間の短縮

対象作物：水稲

用排水施設の改修・統廃合に伴う施維持管理費節減効果 １，９２４
設の維持管理費の節減

対象施設：揚水機、用水路、排水路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２，８６６
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：揚水機、用水路、排水路の維持

排水路の一部を魚類等の生息環境に地域の生活環境 水辺環境整備効果 ２５７
配慮した水路等を設置することによの保全・向上
る水辺環境の保全

対象施設：排水路

計 １６，１３９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 鳥取県 地区名 日 置 谷

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５３５，５００千円

年 効 用 ② ３３，８９３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５９５，６５９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ５，４４９
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大麦、大豆、白ね

ぎ、玉ねぎ、ブロッコリー

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ２３，３８６
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大麦、大豆、白ね

ぎ、玉ねぎ、ブロッコリー

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ２，５８７
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２，３４４
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

国土調査が未実施の地域で区画整理地域の生活環境 地 籍 確 定 効 果 １２７
により区画が整形化され、付随的にの保全・向上
地籍が明確となる効果の発現

計 ３３，８９３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 鳥取県 地区名 北 条 中 央

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６８７，７５０千円

年 効 用 ② ４７，６２６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２７年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６３２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７５３，５７５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ７，２８２
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大麦、大豆、スイ

カ、トマト、玉ねぎ

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ３６，５６１
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大麦、大豆、スイ

カ、トマト、玉ねぎ

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ８０９
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２，９７４
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路、道路の維持

計 ４７，６２６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 島根県 地区名 池 田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９２６，１９６千円

年 効 用 ② ５５，９９７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，０２５，５８６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ６，１１７
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、キャベツ、
スートコーン、ブルーベリー、飼料

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ４０，８２９
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、キャベツ、
スートコーン、飼料

道路の新設に伴う走行時間の短縮や営農に係る走行経費 ３，７７５
機械経費の節減節減効果
対象施設：道路

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ４７１
施設の維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２，２１８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路、道路の維持

換地手法を用い計画的に公共用地を地域の生活環境 非農用地等創設効果 １４１
創設することで、経済的に用地を取の保全・向上
得できる効果

国土調査が未実施の地域で区画整理地 籍 確 定 効 果 ３０８
により区画が整形化され、付随的に
地籍が明確となる効果の発現

排水路の一部を水生生物の生息に配水辺環境整備効果 ２，１３８
慮した水路とすることにより、生態
系が保全される効果の発現
対象施設：排水路

計 ５５，９９７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 広島県 地区名 川 尻

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５６７，０００千円

年 効 用 ② ３６，８９８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６２８，５８６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，９４２
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、アスパラガス、大

豆、白ねぎ

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ３２，１８１
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、アスパラガス、大

豆、白ねぎ

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １７０
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １，２９３
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

排水路の一部を水生生物の生息に配地域の生活環境 水辺環境整備効果 １，３１２
慮した水路とすることにより、生態の保全・向上
系が保全される効果の発現

対象施設：排水路

計 ３６，８９８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 徳島県 地区名 今 津 南 部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８８７，２５０千円

年 効 用 ② ７８，６０４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６０８
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２９２，８２８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ５，４４３
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、オクラ、大豆、き
ゅうり、キャベツ、ブロッコリー、
菜の花

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ７０，１３３
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、オクラ、大豆、き
ゅうり、キャベツ、ブロッコリー、
菜の花

用排水施設等の新設、改修に伴う施維持管理費節減効果 △２，３２２
設の維持管理費の増
対象施設：揚水機場、用水路、排水
路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ５１７
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：道路の維持

国土調査が未実施の地域で区画整理地域の生活環境 地 籍 確 定 効 果 ６０１
により区画が整形化され、付随的にの保全・向上
地籍が明確となる効果の発現

排水路の一部を水生生物の生息に配水辺環境整備効果 ３１５
慮した水路とすることにより、生態
系が保全される効果の発現
対象施設：排水路

基盤造成で付随的に埋蔵文化財が具文 化 財 発 見 効 果 ３，９１７
現化されると共に発掘調査により、
文化的価値が明確となる効果の発現

計 ７８，６０４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 香川県 地区名 北

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７９８，０００千円

年 効 用 ② ５８，４５９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，０２７，３９８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４，６８６
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、小麦、ブロ

ッコリー 、きゅうり、イチゴ、飼料

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ５２，８８９
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、小麦、ブロ

ッコリー きゅうり、飼料

用排水施設等の新設、改良に伴う施維持管理費節減効果 △６２４
設の維持管理費の増

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ７４７
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：道路の維持

ため池に面した護岸の一部を水生生地域の生活環境 水辺環境整備効果 ２３１
物の生息に配慮した護岸とすることの保全・向上
により、生態系が保全される効果の

発現

対象施設：ため池護岸

基盤造成で付随的に埋蔵文化財が具文 化 財 発 見 効 果 ５３０
現化されると共に発掘調査により、

文化的価値が明確となる効果の発現

計 ５８，４５９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 愛媛県 地区名 天 満 上

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７３５，０００千円

年 効 用 ② ４５，７０９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １１，１７６千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８４６，４０３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ５，８５６
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、裸麦、里芋、トマ

ト、菊、キャベツ、柑橘類

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ３３，６５３
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、裸麦、里芋、トマ

ト、菊、キャベツ、柑橘類

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 △８１
施設の維持管理費の増

対象施設：用水路、排水路、用水機

場、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ５，８７０
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路、道路の維持

換地手法を用い計画的に公共用地を地域の生活環境 非農用地等創設効果 １９０
創設することで、経済的に用地を取の保全・向上
得できる効果

排水路の一部を水生生物の生息に配水辺環境整備効果 ２２１
慮した水路とすることにより、生態

系が保全される効果の発現

対象施設：排水路

計 ４５，７０９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 高知県 地区名 十 市

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２６６，３００千円

年 効 用 ② ８８，７４１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ２３，５００千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，６２２，９００千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３２，１８１
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大麦、生姜、キャ

ベツ、オクラ、ブロッコリー、施設

花卉

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ４９，０４５
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大麦、生姜、キャ

ベツ、オクラ、ブロッコリー

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 △３，８９１
施設の維持管理費の増

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １１，４０６
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

計 ８８，７４１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 熊本県 地区名 供合

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３６８，５５０千円

年 効 用 ② ２２，６８７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３８６，４９１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水施設の改修による転作作物の面農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４，０５１
積拡大や単収の増加の増加
対象作物：とまと、ﾋﾟｰﾏﾝ、メロン、

白菜

用水施設の改修による水管理時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 １，８５２
軽減

対象作物：水稲

用水施設等の改修による施設の維持維持管理費節減効果 ７７
管理費の節減

対象施設：用水路、道路

農道舗装の整備により、走行速度、営農に係る走行経費 ５，３４２
車種転換等による走行経費の節減節減効果
対象作物：水稲、とまと、ﾋﾟｰﾏﾝ、メ

ロン、白菜

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １１，２４９
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、道路の維持

安全施設の整備による安全性の向上地域の生活環境 安 全 性 向 上 効 果 １１６
対象施設：道路の保全・向上

計 ２２，６８７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 熊本県 地区名 大開二期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，０５５，９００千円

年 効 用 ② ２１３，７３９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０７３１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，９２３，９２６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ９７，８８５
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、いちご、と

まと、飼料

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ７５，２４２
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、いちご、と

まと

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ６，２３２
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ３４，３８０
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

計 ２１３，７３９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 熊本県 地区名 布田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３６０，１５０千円

年 効 用 ② ２３，０７４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４４７，１７１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，２７７
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、さといも、

飼料、にんじん

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 １４，８３６
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、さといも、

かんしょ、飼料、にんじん

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １９３
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

農道舗装の改良により、走行速度、営農に係る走行経費 ２，２６２
車種転換等による走行経費の節減節減効果
対象作物：水稲、さといも、かんし

ょ、飼料、にんじん

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ３，２８２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

発掘調査により文化的価値が明確に地域の生活環境 文 化 財 発 見 効 果 １，２２４
なるの保全・向上

計 ２３，０７４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 大分県 地区名 太 田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５５６，５００千円

年 効 用 ② ３１，４７３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５８３，９１４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １３，２０７
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、春菊、きゅうり、

アスター、スイートコーン

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 １５，４９５
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、きゅうり、大豆、

スイートコーン

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １，１２０
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １，２３１
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

区画が整形化され、地籍が明確にな地域の生活環境 地 積 確 定 効 果 ４２０
るの保全・向上

計 ３１，４７３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 大分県 地区名 下坂田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７９３，１７０千円

年 効 用 ② ４３，９５７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８４３，７０４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １７，４７２
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、きゅうり、ピ－マ

ン、イチゴ、ミニトマト

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ２３，６６５
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、きゅうり、ピ－マ

ン、大豆、スイートコーン

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ７６７
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １，３８２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

換地手法により公共用地等を円滑に地域の生活環境 非農用地等創設効果 ８９
創設し、用地交渉期間の短縮及び経の保全・向上
費の節減

区画が整形化され、地籍が明確にな地 積 確 定 効 果 ５８２
る

計 ４３，９５７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 大分県 地区名 岡 本

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８５６，８００千円

年 効 用 ② ４７，０８５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８８３，３９５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １７，６１０
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、ピ－マン、春菊、

きゅうり、レタス

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ２６，６９２
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、きゅうり、

ピーマン、レタス

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 △４４７
施設の維持管理費の増

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２，５００
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

換地手法により公共用地等を円滑に地域の生活環境 非農用地等創設効果 ９０
創設し、用地交渉期間の短縮及び経の保全・向上
費の節減

区画が整形化され、地籍が明確にな地 積 確 定 効 果 ６４０
る

計 ４７，０８５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 大分県 地区名 古 後

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７４２，３００千円

年 効 用 ② ４３，２８６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７９２，７８３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ８，４１６
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、ピ－マン、なす、

きゅうり、大根

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ２７，６０７
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、ピ－マン、なす、

きゅうり、大根

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ２，７０１
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ４，０６３
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

区画が整形化され、地籍が明確にな地域の生活環境 地 積 確 定 効 果 ４９９
るの保全・向上

計 ４３，２８６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮崎県 地区名 中内竪

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６４１，６００千円

年 効 用 ② ４３，３６５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７９４，２３０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２，９０６
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、里芋、とう

もろこし、イタリアン

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ２６，９６９
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、里芋、とう

もろこし、イタリアン

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 １，２９３
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １１，４１６
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

換地手法により公共用地等を円滑に地域の生活環境 非農用地等創設効果 ４７
創設し、用地交渉期間の短縮及び経の保全・向上
費の節減

発掘調査により文化的価値が明確に文 化 財 発 見 効 果 ７３４
なる

計 ４３，３６５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 金峰

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，６１０，３００千円

年 効 用 ② １８６，８３６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ３５６，８７５千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６０８
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，７１６，０８６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３８，２２５
の面積拡大や反収の増加の増加
対象作物：水稲、麦、大豆、かんし
ょ、たばこ、かぼちゃ、レタス

農道の舗装により、生産物輸送の際品 質 向 上 効 果 ３，１７７
の損傷軽減による品質向上
対象作物：かんしょ、レタス、ねぎ

ほ場の乾田化、パイプライン化によ営農経費の節減 営農経費節減効果 １７，２２８
る労働時間の短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲

用排水施設等の改修に伴う維持管理維持管理費節減効果 １１，８２１
費の節減
対象施設：用水路，排水路，道路

農道舗装の改良による走行速度等の営農に係る走行経費 １，６２２
走行経費の節減節減効果
対象作物：水稲、麦、大豆、かんし
ょ、たばこ、かぼちゃ、レタス

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ９９，６５５
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路，排水路，道路の維持

農道舗装の改良による走行速度等の地域の生活環境 一般交通等経費節減 ５，４０２
一般交通の走行経費の節減の保全・向上 効果

町道へのパイプライン埋設に伴う町公共施設保全効果 ９，７０６
道施設更新による従前機能の維持

計 １８６，８３６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 西牟田雪山

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，４０４，５００千円

年 効 用 ② １４６，７６０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ６０，３０５千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，５５５，７３７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２１，３５０
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、きゅうり、タバ

コ、飼料

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 １０３，４４０
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、きゅうり、タバ

コ、飼料

用排水改良等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ２，３２０
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １９，６５０
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

計 １４６，７６０




